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報

●
藤
塀
井
切
三
ガ
、
鏡
　
か
つ
イ
、
割
々
號
弔
四
十
八
頁

に
記
・
し
れ
通
り
、
自
分
は
咋
年
末
、
大
津
市
石
場
に

我
が
同
好
會
負
藤
井
善
助
氏
の
別
荘
月
光
亨
を
訪
ひ

同
所
備
付
の
六
吋
望
母
型
を
拝
見
・
し
糞
。
此
の
望
遠

鏡
は
正
確
に
言
へ
ば
鮒
∴
ソ
ソ
ス
の
直
裡
六
吋
八
分

の
ニ
ニ
（
十
山
ハ
セ
ン
チ
）
、
錐
…
叫
頗
距
離
百
一
九
十
セ
ン
チ
の
7

堂
々
れ
う
も
の
で
、
レ
ン
ズ
ば
ス
タ
イ
ン
ハ
イ
ル
製

器
械
部
は
ザ
虚
　
リ
ゥ
ス
製
で
、
純
梓
の
濁
逸
舶
來

品
で
あ
る
。
踊
り
付
け
方
は
経
緯
式
ご
赤
道
儀
式
ミ

爾
方
の
護
備
が
別
や
に
し
て
あ
ろ
が
、
自
分
が
見
れ

．
．
は
縄
緯
式
の
壁
に
載
ぜ
ら
れ
て
あ
っ
て
、
赤
道
儀

式
の
方
は
掩
は
α
て
あ
っ
れ
、
就
い
て
見
る
ご
赤
道

儀
坐
は
菩
通
の
猫
二
型
で
あ
ろ
が
、
　
（
時
計
仕
掛
は

無
い
）
経
緯
式
は
縦
横
雨
軸
の
作
酬
方
、
其
の
．
締
め

方
等
が
實
に
斬
新
で
あ
る
。
殊
に
其
の
微
動
装
置
は

接
眼
露
量
V
で
受
け
て
、
互
ひ
に
直
角
の
爾
栓
で
調

節
す
ろ
工
合
は
奇
抜
で
あ
ろ
ミ
思
つ
れ
。
器
織
の
中

央
直
軸
が
望
遠
鏡
ご
釣
合
電
．
錘
こ
の
二
心
な
支
へ
て

る
る
か
ら
天
頂
の
星
で
も
白
由
に
観
望
が
出
來
ろ
。

　
接
眼
鏡
は
地
上
m
川
一
個
（
其
倍
率
三
十
倍
）
天
膣
用

が
F
六
個
紬
ハ
の
仲
…
峯
㎞
μ
六
十
枇
巾
か
ら
五
百
位
旧
ま
で
、
あ
る

叉
別
に
接
眼
分
光
器
ご
寓
眞
装
隅
．
』
が
附
罪
し
て
み
る

の
に
、
い
か
に
も
氣
が
き
い
て
み
ろ
当
機
つ
れ
。

　
此
の
器
械
を
人
れ
る
家
に
は
随
分
誓
わ
が
那
は
れ

て
る
る
。
凱
嘔
計
ご
語
聾
ミ
は
生
ミ
・
し
て
京
都
の
島
轍

製
作
所
が
之
れ
に
あ
れ
り
、
纏
緯
・
繭
の
三
つ
足
に
其

の
ま
》
車
な
つ
け
、
三
本
軌
道
の
ヒ
加
走
っ
て
、
屋

内
か
ら
尾
外
に
取
り
出
ぜ
る
様
に
な
っ
て
み
ろ
。

　
場
怖
は
琵
琶
湖
畔
崇
一
の
勝
景
ル
恣
に
亡
て
る
る

六
ろ
園
内
で
、
見
渡
也
ば
比
叡
比
興
の
秀
峰
が
遠
く

輸
．
濃

熱
．

ヒ

帰

湾

績
ビ
て
湖
の
西
崖
に
迫
り
、
之
れ
て
相
到
し
て
東
に

は
、
近
く
は
田
上
山
や
近
江
富
士
、
遠
く
は
伊
勢
美

濃
境
の
山
々
が
並
ん
で
、
遙
か
に
伊
吹
の
岬
山
が
見

彫2

驕
A
此
の
絶
最
に
封
・
し
て
、
肉
眼
々
放
つ
も
よ
い

が
、
　
一
山
反
ぴ
山
ハ
直
な
由
門
け
る
ξ
遽
く
相
距
っ
占
ト
近
㌍
仙

八
景
が
忽
ち
1
1
暁
の
中
に
迫
っ
て
測
る
の
だ
か
ら
堪

ら
な
い
．
、

去
る
口
、
瓢
ぴ
自
分
が
藤
井
氏
な
訪
れ
れ
時
、
氏
は

望
遠
鏡
奄
赤
道
儀
豪
に
の
ぜ
ろ
べ
く
家
の
構
造
を
考

へ
中
だ
こ
の
由
で
あ
っ
六
。
遠
か
ら
ず
此
の
湖
畔
に

ハ
イ
方
ラ
な
ド
ー
ム
が
建
つ
；
ご
で
あ
ら
う
。
缶
杢

（
口
絶
地
眞
ノ
、
2
見
よ
）

●
木
星
接
近
す
木
星
の
出
現
昨
刻
が
盆
々
早

く
な
っ
て
來
た
。
そ
し
て
注
に
三
刀
五
1
1
に
衝
ミ
な

る
一
1
即
ち
太
陽
ご
丁
度
反
日
の
側
に
來
ろ
の
で
、

吾
が
地
球
か
ら
の
距
離
も
亦
最
も
近
い
、
此
の
距
離

四
・
四
二
六
（
天
丈
輩
位
）
即
ち
一
億
六
千
六
百
萬
里
。

直
径
は
赤
道
が
四
＋
四
秒
四
、
爾
趣
が
四
十
一
秒
六
。

光
度
は
員
二
等
級
。
望
遠
鏡
で
望
む
ざ
此
の
木
星
0

表
面
に
は
赤
道
に
並
行
し
て
若
モ
の
暗
帯
甲
見
砂
注

覗
す
る
ミ
薩
の
帯
が
星
の
白
昼
の
れ
め
に
蓮
勤
・
し
て

み
る
の
が
見
レ
2
ろ
木
星
の
自
輔
は
赤
漕
部
に
於
い
て

九
時
五
＋
分
で
あ
る
が
、
赤
道
以
外
で
は
九
時
五
＋

五
分
を
費
す
の
が
定
説
で
あ
る
。

　
衛
星
は
繍
て
九
個
、
其
の
中
で
特
に
大
き
な
も
の

四
仰
旧
は
一
山
ハ
一
〇
」
牛
ガ
リ
レ
ナ
帰
か
珈
捌
広
リ
イ
㌔
切
尋
出
畑
鏡
を

刑
み
て
機
見
し
た
も
の
で
、
今
も
最
へ
覗
易
い
。
他

の
五
個
は
大
望
．
遠
鏡
で
な
く
て
は
見
ね
な
い
。

●
珍
ら
し
い
新
小
遊
星
近
若
報
に
よ
れ
ば

昨
年
＋
刀
三
＋
一
日
稠
逸
ハ
ン
ブ
ル
グ
市
ベ
ル
ゲ
ド

〃
フ
天
文
毫
で
バ
ー
デ
（
ノ
’
♂
b
d
善
自
9
氏
が
光
度
十

三
等
の
一
小
遊
星
を
恒
見
・
し
之
れ
ば
假
に
お
8
頃
N

ピ
命
名
也
ら
れ
六
．
」
し
か
ろ
に
其
の
後
、
ベ
ル
リ
ン

の
ス
ト
ラ
ケ
（
q
自
ぼ
器
H
【
㊦
）
氏
が
計
算
し
れ
軌
道
に
よ

る
ミ
〔
、

　
太
陽
ま
で
の
亭
均
距
離
　
　
　
四
・
九
七
天
交
蹴
位

　
一
日
の
寝
藁
蓮
動
　
　
　
　
三
∴
O
・
O
八
五
秒
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週
期
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
・
九
五
年

電
い
ふ
の
だ
か
ら
大
髄
ば
木
星
の
軌
道
に
近
い
も
の

的
ち
所
謂
ト
ロ
イ
群
に
直
す
ろ
へ
の
、
や
う
に
思
は

れ
る
け
れ
ご
、
陶
其
他
に

　
軌
道
の
離
心
率
　
　
　
　
　
　
　
O
o
山
ハ
〇
九

　
近
日
瀦
の
距
離
　
　
　
　
　
一
●
九
四
四
天
文
畢
位

　
遠
二
恩
　
距
離
　
　
　
　

七
〇
九
九
八
同

　
軌
道
の
傾
斜
　
　
　
　
　
四
十
一
度
二
十
九
分

ε
あ
る
か
ら
、
全
く
彗
星
の
や
う
な
行
儀
の
悪
い
蓮

動
を
す
る
も
の
で
あ
ろ
罵
は
驚
か
さ
れ
る
。

●
海
王
星
及
天
王
星
の
墾
光
　
海
王
星
が

趣
め
て
短
時
間
の
問
に
僅
か
ば
か
　
電
光
f
る
こ
い

ふ
こ
ご
は
一
八
八
三
年
十
一
月
既
に
、
英
人
ホ
ー
ル

（
レ
h
芦
図
づ
，
O
一
】
　
H
二
丁
F
緊
）
が
登
見
し
れ
ご
こ
ろ
で
あ
る
が

其
の
後
一
九
一
五
年
間
氏
は
再
転
此
の
事
實
な
確
め

れ
　
之
れ
に
ょ
う
ご
這
這
星
は
七
●
一
一
等
か
ら
七
●

六
六
等
覧
岡
に
攣
光
す
る
の
で
曇
の
・
週
期
は
七
時
五

＋
分
で
あ
る
。
氏
は
溢
れ
か
海
王
星
の
自
励
に
よ
る

ε
説
明
亡
て
る
ろ
。

　
天
王
星
義
士
短
曄
問
に
三
光
ず
る
も
の
で
あ
る
こ

い
ふ
こ
ご
が
更
に
其
の
後
、
　
一
九
一
七
年
に
至
っ
て

来
國
ハ
ア
ヴ
ア
ド
天
丈
毫
で
愚
見
さ
れ
れ
。
そ
れ
に

よ
る
ぐ
」
饗
光
艇
園
ほ
五
●
五
九
等
か
ら
五
●
七
四
等
ま

で
野
週
期
は
＋
時
四
＋
九
分
。
之
れ
も
亦
星
の
自
愛

に
よ
う
も
の
ご
考
へ
ら
れ
ろ
。

　
之
一
τ
で
見
る
ピ
木
星
（
自
撰
…
九
時
五
十
五
分
）
土
星

（
自
輔
十
時
三
十
分
鯨
）
天
王
星
、
海
王
星
は
皆
何
れ

も
水
星
金
星
地
球
火
星
に
比
べ
て
大
き
さ
が
大
き
い

に
か
・
は
ら
す
。
自
韓
週
期
が
＋
時
間
内
外
で
彼
等

の
牛
ば
に
も
及
ば
な
い
こ
ご
に
な
ろ
。
こ
ん
な
に
揃

つ
れ
性
質
に
つ
い
て
は
何
か
進
化
論
上
の
理
由
が
な

く
て
b
μ
な
る
ま
い
．
一

●
逝
け
る
ブ
レ
シ
ャ
ー
六
区
國
ビ
ソ
で

グ
市
の
有
名
な
る
天
文
器
械
師
ヅ
レ
ッ
ヤ
ー
氏
は
昨

年
四
月
七
日
八
十
歳
な
以
っ
て
逝
去
こ
ヵ
。
氏
は
元

ペ
ソ
シ
〃
ヴ
ニ
ア
州
プ
ラ
ウ
ン
ス
ビ
〃
市
に
止
れ
養

父
は
機
械
技
師
、
祀
父
は
讐
師
、
熊
蝉
の
父
は
時
計

師
で
あ
っ
れ
か
ら
、
自
然
彼
に
は
機
械
語
の
天
オ
が

宿
っ
て
み
れ
、
・
し
か
し
家
は
豊
か
で
無
か
つ
れ
始
め

＋
三
歳
の
時
銑
に
學
校
生
活
奄
止
め
ビ
ソ
バ
ー
グ
市

に
出
で
一
己
工
場
に
職
な
得
れ
。
此
所
に
働
く
事
前

後
二
十
年
、
其
の
問
異
常
な
る
勉
働
ぜ
、
熱
心
こ
な
現

は
む
、
時
に
は
四
十
八
時
間
二
連
績
不
休
の
激
務
に

思
し
て
入
布
驚
か
し
れ
三
云
ふ
。
二
＋
二
歳
に
し
て

一
嬢
ご
結
婚
・
し
れ
が
常
時
既
に
彼
れ
は
天
丈
學
に
趣

味
を
有
・
し
一
叢
望
蓮
麗
な
獲
て
毎
夜
観
望
な
樂
し
み

隣
人
や
朋
友
等
に
も
勧
め
て
喜
び
奄
共
に
し
れ
。
愛

妻
ご
協
力
し
て
小
形
の
ソ
ソ
ブ
や
愚
劣
磨
い
れ
苦
心

談
は
彼
れ
が
老
年
に
至
っ
て
、
よ
く
人
に
話
ず
話
材

で
あ
っ
れ
。
牡
年
に
及
び
激
勢
の
れ
あ
病
を
得
て
か

ら
は
讐
者
の
勧
め
に
よ
つ
て
鐡
工
場
を
僻
・
し
、
其
の

後
に
二
三
同
心
の
友
ご
共
に
好
き
な
天
機
學
の
買
献

の
た
め
同
じ
甘
ツ
バ
ー
グ
市
に
面
罵
器
械
工
場
な
起

し
。
エ
ー
ル
大
貫
の
《
ス
チ
ソ
グ
ス
二
君
の
助
力
に

よ
っ
て
着
々
ミ
成
功
の
途
に
進
ん
だ
。
来
國
に
於
け

ろ
新
式
分
光
器
の
殆
ん
ご
総
て
は
實
に
プ
レ
シ
ャ
ー

工
場
の
作
つ
六
も
の
で
あ
り
尚
大
型
の
望
遠
鏡
製
作

に
も
屡
々
大
成
功
し
て
み
る
。
例
へ
ば
ア
レ
ゲ
ニ
雪

天
丈
毫
の
三
十
吋
レ
ン
ズ
、
サ
ン
チ
ア
ゴ
天
丈
毫
の

三
十
六
吋
鏡
、
ア
ン
ナ
ボ
ー
ル
天
文
塁
の
三
十
七
吋

鏡
最
近
に
に
ビ
ク
ト
リ
ア
天
丈
毫
の
、
七
十
二
吋
鏡
な

ご
皆
滞
れ
の
手
押
で
あ
ろ
、

　
此
等
の
成
功
に
よ
リ
ビ
ソ
バ
ー
グ
市
に
於
け
る
プ

レ
シ
ャ
ー
の
名
聲
は
漸
次
盛
ん
に
な
吻
種
々
の
砒
會

事
業
や
敏
育
界
に
關
係
し
て
愈
々
蠣
ん
ぜ
ら
れ
れ
。

一
九
〇
ご
年
に
は
途
に
墨
げ
ら
れ
て
同
地
大
學
の
総

長
の
椅
子
な
占
め
れ
ニ
ミ
乳
あ
る
。
又
各
地
の
大
學

か
ら
學
位
を
贈
ら
れ
、
名
轡
あ
る
學
會
の
會
員
に
推

薦
ぜ
ら
れ
た
こ
ご
も
多
い
。

　
近
年
、
年
老
い
殊
に
一
九
一
〇
年
愛
妻
が
早
世
・
し

て
か
ら
俄
か
に
衰
へ
氣
味
で
あ
っ
れ
が
、
一
昨
年
の

末
途
に
病
床
の
人
こ
な
り
多
く
の
入
に
階
・
し
ま
れ
．
つ

》
昨
年
途
に
世
を
僻
・
し
れ
彼
の
遺
骸
は
知
已
キ
ー
プ

ー
博
士
及
び
愛
妻
の
そ
れ
．
ご
共
に
生
前
最
も
緑
故
深

か
つ
れ
ア
レ
ゲ
ニ
ー
天
守
毫
の
三
十
吋
大
望
遽
鏡
の

毫
下
に
眠
っ
て
み
ろ
。
l
l
我
が
京
都
大
學
の
十
吋

鏡
は
圃
［
ら
す
も
彼
が
日
本
へ
の
紀
念
品
こ
な
つ
れ
。

（
本
誌
第
一
聴
肋
宜
剛
置
（
及
記
事
参
昭
…
）

●
京
都
大
學
理
二
部
天
文
學
の
來
年
度

講
義
三
口
　
　
先
頃
決
定
し
れ
も
の
左
の
通
り

新
城
敏
授
櫓
任

　
　
宇
宙
物
理
學

　
　
天
艦
物
理
學

　
　
天
丈
學
の
歴
史

山
本
助
敏
授
櫓
任

　
　
星
雪
裡
論

　
　
球
面
天
駆
引
．

　
　
太
陽
物
理
學

　
　
誤
差
論
智
計
算
法

　
　
天
工
観
測
第
一
部
及
第
二
部

措
任
者
未
定
　
天
髄
力
學


